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1.緒言

デンドリマ-は､ナノメートルオーダーの均
一な3次元構造を作り出すことができること

から､種々の機能性物質との複合化が計られ
3次元構造由来の新規な機能発現について盛

んに検討が行われている｡デンドリマ-その

構成単位間の連結方法によって2種に分ける
ことができる｡アリルエーテル･アミドアミ

ン･アミドエーテルなどによって構成される

柔らかいデンドリマ- (Flexible Dendrimer)

とポリフェニレン･ポリフェニルアセチレン

などによって構成される剛直なデンドリマ-

(Rigid Dendrimer)である｡柔らかいデンドリ

マ-では外部環境によってデンドリマ-自体

の大きさや内部空間が変化するのに対し､剛

直なデンドリマ-では外部環境の変化によっ
て大きさに大きな影響を受けず一定のナノ空

間を作り出すことができる｡本研究では､ポ
ルフイrン周囲に剛直なデンドリマ-を構築

することによってナノ空間を作りだし､さら

にこのナノ空間内での特異な分子認識および

触媒能について検討を行った｡さらに､デン

ドリマ-表面にアルキル鎖を導入した液晶性

デンドリマ-も合成し､この自己組織化につ

いても検討を行った｡

2.実験方法

剛直なデンドリティ　ツクポルフィリンは

suzukiカップリングを繰り返すことによって

合成を行った｡得られたデンドリマ-はlH

NMR, MALDトTOF Ms, GPC, UV-Visなどによ

って構造を同定した｡偏向顕微鏡､DSC､XRD

によって､ 5および6の自己組織体の構造に

ついて詳細な検討を行った｡

3.結束と考察

I,3,5-phenyleneユニットの持つ剛直性から一

定の大きさのナノ空間をポルフィリン周辺に

配置することができると考えられることから

今回合成した1-4のC6｡に対するホスト能

について検討行った｡トルエン溶液中で各デ

ンドリティツクポルフィリンとC6.との混合

し､可視吸収スペクトルを測定したところ　2

のみがC6｡の添加によってSoret帯のredシフ

トと淡色効果がみられた｡しかしながら､他

のデンドリティツクポルフィリンにおいては

同様な吸収の変化はみられなかった｡さらに､

高濃度(lmM)で2とC6.とを混合したとこ
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ろ暗褐色の沈殿が生じた｡これをろ取し､元

素分析およびMsスペクトル測定を行ったと
ころ､この沈殿は2とC6｡の日の錯体であ

ることが明らかとなった｡つまり､ C6｡とコ

アであるポルフィリン部とのドナー･アクセ

プター相互作用および1,3,5-phenyleneユニッ

トによって形成されるナノ空間と　C6｡サイズ

との一致によって､ 2はC6｡に対する超分子

ホストとして機能することが明らかとなった｡

デンドリマ-表面にアルキル鎖を導入した　5

および6の自己組織化について検討を行った｡

6　は､ 50-128℃の間でモザイクテクスチャー

を示したのに対し､世代の低い5は液晶性を

示さなかったo　また､ 6　の自己組織体の構造

はXRD測定からレクタンギュラーカラムナ
-相であった｡

剛直なデンドリマ-をポルフィリン周辺に

構築することにより､ C6｡のホスト能が発現

した｡また､アルキル基を導入することによ

り液晶性を示した｡
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